
畑
作
の
低
収
穫
で
自
給
自
足
す
ら
不
足
す
る
不
安
定
さ
が
村
発
展
を
「
は

ぱ
み
」
子
孫
に
残
す
よ
う
な
記
録
が
無
い
の
が
当
然
な
こ
と
な
が
ら
、
生

活
の
余
裕
も
な
け
れ
ば
、
又
、
昔
の
人
々
の
ほ
と
ん
ど
は
文
盲
で
あ
っ
た

ろ
う
し
、
自
分
の
名
す
ら
書
く
こ
と
が
出
来
な
い
村
人
で
あ
れ
ば
、
今
、
 

私
が
期
待
し
て
い
る
資
料
が
出
て
こ
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。
 

中
柏
木
の
村
の
由
来
は
柏
の
木
の
群
生
す
る
地
帯
で

（
植
物
学
上
で
は

柏
の
木
は
古
生
木
）
あ
り
、
柏
木
と
名
の
つ
く
村
落
は
当
時
三
つ
あ
り
、
 

其
の
中
心
に
位
置
す
る
か
ら

「
中
柏
木
」
で
、
旧
喜
良
市
村
に
柏
木
と
言

う
地
名
が
あ
り
、
中
柏
木
の
南
方
つ
ま
り
飯
詰
と
中
柏
木
の
中
間
に
柏
木

と
言
う
名
の
集
落
が
存
在
し
た
が
、
何
ん
ら
か
の
変
動
で
廃
村
の
憂
き
目

に
会
っ
た
の
か
？
、
又
、
村
が
起
き
る
と
村
落
の
和
と
信
仰
を
託
し
た
祭

肥
の
場
所
が
必
要
で
古
代
に
お
い
て
は
発
肥
と
政
治
が

一
致
し
、
区
別
の

つ
か
な
い
連
携
の
姿
を
と
っ
て
い
た
と
言
い
、
開
村
か
ら
中
世
の
中
柏
木

に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
が
強
く
神
社
は
政
治
と
一
体
を
な
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
 

中
柏
木
の
産
土
神
は
磯
崎
神
社
で
あ
る
が
、
磯
崎
と
は
磯
と
崎
に
あ
る

海
を
連
想
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
塩
か
ら
い
海
辺
で
な
く

て
も
海
に
連
な
る
水
辺
で
も
海
神
、
水
神
に
つ
な
が
る
。
又
、
中
柏
木
の

場
合
は
十
三
湖
に
つ
な
が
る
水
辺
に
建
立
し
た
の
が
中
柏
木
城
跡
の
中
に

磯
崎
神
社
が
、
中
柏
木
の
守
り
神
と
し
て
鎮
座
し
て
い
た
。
 

そ
の
昔
、
仮
名
柏
木
の
人
が
、
山
仕
事
の
為
に
山
に
出
掛
け
て
い
た
が
、
 

留
守
中
に
妻
が
産
気
付
い
て
困
っ
て
い
た
が
、
知
ら
な
い
見
た
こ
と
も
無

い
若
い
女
が
来
て
親
切
に
手
伝
っ
て
く
れ
、
山
仕
事
か
ら
主
人
が
帰
宅
し
 
 

た
の
で
、
す
ぐ
こ
の
事
を
知
ら
せ
た
ら
そ
の
晩
に
夢
に
現
わ
れ
「
吾
れ
は

苗
代
沢
の
草
薮
に
埋
ま
っ
て
居
る
七
面
大
天
女
で
あ
る
、
吾
れ
を
草
薮
か

ら
揚
げ
て
紀
る
と
安
産
の
守
り
神
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
夢
を
見
た

の
で
翌
朝
、
早
速
、
苗
代
沢
に
行
く
と
草
薮
の
中
か
ら
「

か
す
か
に
光
を

放
っ
た
一
個
の
小
さ
な
物
体
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
早
速
光
る
物
体
を
持

ち
帰
り
鎮
座
し
て
肥
っ
た
と
言
う
。
 

こ
れ
が
七
面
大
天
女
で
俗
に
言
う
七
面
様
だ
と
言
う
説
が

あ
る
。
其
の

数
十
年
後
に
磯
崎
神
社
か
ら
二
百
米
位
離
れ
た
小
高
い
山
に

立
派
な
七
面

大
天
女
神
社
と
大
鳥
居
が
新
築
さ
れ
た
。
 

中
柏
木
城
は
、
応
永
二
六
年

（
一
四
一
九
）
南
部
守
行
に
よ

る
攻
撃
に

会
っ
て
廃
城
と
な
っ
た
が
、
神
社
跡
に
は
薬
師
様
を
永
ら
く
記
っ
た
と
伝

え
ら
れ
た
。
 

チ
プ

キ
 

磯
崎
神
社
は
茅
葺
（
木
で
ふ
い
た
屋
根
）
の
建
物
で
中
は
暗
く
明
り
取

り
は
蔀
（
日
光
や
風
雨
を
さ
え
ぎ
る
戸
）
を
利
用
し
た
建
物
だ
っ
た
が
大

正
二
年
に
惜
し
く
も
全
焼
、
ご
本
尊
も
焼
失
し
、
現
在
の
ご
神
体
は
黒
石

方
面
か
ら
買
い
取
り
、
現
在
の
神
社
を
新
築
し

て
肥
っ
た
。
（
中
柏
木
の
集
 

落
の
地
名
は
字
義
の
通
り
と
思
う
）
 

喜
良
市
は
天
文
年
間
頃
に

（
一
五

三
二
廿
四
六
八
年
前
）
忌
来
市
と
あ

る
。
往
昔
に
は
藻
川
あ
た
り
は
沼
沢

で
湖
水
が
入
り
込
ん
で
い
た
と
言

う

か
ら
飯
詰
や
中
柏
木
？
木
良
市
の
山
 

根
通
り
を
歩
い
て
旅
人
は
忌
来
市
で
一
休
み
し
て
小
泊
街
道
に
抜
け
た
と

言
う
か
ら
、
往
時
の
忌
来
市
は
大
変
に
賑
わ
っ
た
と
思
う
o
 

伝
承
に
依
る
と
、
往
昔
に
忌
来
市
の
狩
人
が
動
物
を
追
っ
て
行
っ
た
所
、
 

黒
い
 
「
衣
」
を
身
体
に
着
け
た
武
者
ら
し

い
屈
強
そ
う
な
大
男
が
現
れ
 

「
こ
こ
は
お
前
達
の
く
る
所
で
な
い
、
高
貴
な
人
の
住
む
土
地
だ
、
早
速
、
 

立
去
れ
」
 
と
大声
で
叫
び
、
大
木
の
枝
を
折
っ
て
追
い
払
っ
た
と
言
う
0
 

狩
人
は
、
そ
れ
か
ら
、
此
処
へ
 「
来
る
の
を
忌
う
の
か
と
思
い
込
ん
だ

と
言
う
が
、
藩
制
以
前
の
往
昔
に
は
忌
来
市
の
集
落
を
只
だ

「市
」
と
呼

ん
で
お
っ
た
と
言
う
説
も
あ
っ
た
。
 
（喜
良
市
e
元
助
役
、
近
藤
千
九
吾

氏
談
、
故
人
、
親
戚
だ
っ
た
の
で
私
が
子
供
の
頃
に
私
の
家
に
遊
び
に
来

て
昔
話
を
知
ら
さ
れ
た
）
 

狩
人
は
そ
れ
か
ら
こ
こ
へ
 「
来
る
の
を
忌
う
市
」
 
だ
か
ら
「
忌
来
市
」
 

と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
説
も
あ
る
が
、
役
人
が
検
地
の
際
に
忌
来

市
の
字
義
は
縁
起
が
悪
い
と
言
い
、
 寛
文
十
二
年
（
市
六
七
二
n
三
二
八

年
前
）
に
喜
良
市
と
地
名
が
改
め
ら
れ
た
と
言
う
が

「喜
は
ョ
ロ
コ
ビ
」
 

「
良
は
正
し
く
優
れ
」
 
「市
は
人
が
大
勢
集
ま
る
」
と
解
し
地
名
に
相
応

し
た
土
地
柄
だ
と
思
う
。
 

今
で
も
喜
良
市
の
湯
ノ
沢
に
は
地
蔵
堂
や
五
輪
塔
が
あ
り
湯
の
沢
は
硫

黄
分
を
含
ん
だ
鉱
泉
が
湧
い
て
お
り
、
普
段
は
勿
論
だ
が
今
で
も
旧
三
月

二
五
日
に
は
湯
の
沢
の
地
蔵
堂
に
沢
山
の
老
若
男
女
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
 

又
、
湯
ノ
沢
に
は
大
き
な
山
百
合
が
育
っ
て
い
る
が
時
期
が
く
る
と
み

ご
と
な
山
百
合
の
花
が
咲
く
が
、
こ
の
山
百
合
を
採
る
と
不
思
議
に
も
悪

い
事
が
起
き
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

喜
良
市
の
村
社
、
熊
野
宮
は
天
正
十
二
年

（
一
五
八
四
廿
四
一
六
年
前
）
 

再
建
で
藩
制
前
の
開
村
と
言
う
、
貞
亨
四
年

（
一
六
八
七
H
三
一
三
年
前
）
 

に
は
田
、
二
三
町
九
反
二
畝
、
畑
五
〇
町
四
反
、
田
畑
屋
敷
合
わ
せ
て
七

四
町
三
反
と
い
う
。
 

又
、
熊
野
宮
の
祭
神
は
伊
邪
那
岐
美
命
、
事
解
男
命
、
素
蓋
鳴
命
、
倉

稲
魂
命
、
大
己
貴
命
、
少
名
彦
命
、
水
波
女
命
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
「
奮

を
神
霊
と
し
て
肥
っ
て
い
る
が
、
祭
日
は
旧
六
月
十
五
日
、
四
月
三
日
神

楽
、
九
月
三
日
祈
藤
と
あ
る
が
正
徳
四
年

（
一
七
一
四
n
二
八
六
年
前
）
 

延
亨
元
年

（
一
六
八
七
廿
三
一
三
年
前
）
安
政
ニ
年
の
棟
払
が
記
録
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
 

貞
亨
四
年

（
一六
八
七
n
三

三
年
前
）
の
検
地
帳
に
は
木
社
、
概
郵
 

【
木
で
ふ
い
た
屋
根
、
建
坪
東
西
三
尺
八
寸
、
南
北
四
尺
、
 一
間
半
に
ー
ー
 

間
の
拝
殿
、
神
楽
殿
、
東
西
二
〇
間
、
南
北
三
八
間
の
境
内
林
が
あ
っ
た

と
言
う
。
 

そ
の
外
に
未
社
と
し
て
文
化
元
年

（
一
八
〇
四

n
一
九
六
年
前
）
に
棟

払
い
を
も
つ
神
明
宮
、
文
化
十
三
年

（
一
八
一
七
n
一
八
三
年
前
）
に
喜

良
市
村
の
源
左
工
門

（
当
時平
民
に
は
苗
字
が
無
か
っ
た
o
苗
字
が
許
さ

れ
た
の
は
明
治
四
年
）
建
立
の
金
毘
羅
宮
が
あ
っ
た
と
言
う
説
も
あ
る
o
 

又
、
昭
和
四
〇
年

（
一
九
六
五
H
三
五
年
前
）
に
調
査
さ
れ
た
が
、
旧

石
器
、
後
期
の
遺
物
が
多
数
発
見
さ
れ
た
と
言
う
、
遺
物
は
珪
質
頁
岩
、
 

加
工
尖
頭
器
、
彫
器
、
石
核
等
多
数
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
と
言
う
が
道

路
掘
削
に
よ
り

一
部
が
破
壊
さ
れ
た
と
言
う
。
 

忌
良
市
は
寛
文
拾
二
年
（
一
六
七
二
H
三
二
八
年
前
）
に
喜
良
市
と
あ
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ら
た
め
ら
れ
た
。
 

古
書
か
ら
推
す
と
小
栗
崎
の
年
代

成
立
は
古
く
約
四
〇
〇
年
以
前
と
考

え
ら
れ
る
が
、
往
時
の
小
栗
崎
は
散

在
的
に
人
家
が
有
り
、
突
出
し
て
居

る
平
坦
地
の
崎
に
は
栗
の
木
が
繁
茂

林
立
し
て
居
り
、
秋
に
は
小
粒
の
栗

の
実
が
平
坦
地
の
崎
に
鈴
な
り
に
稔
 

り
、
 

 
小
栗
崎
の
先
住
民
は
秋
に
は
栗
の
実
を
穫
り
保
存
し
、
冬
期
間
の
補

食
と
し

て
生
活
の
糧
に
し
た
と
言
う
。
往
時
の
小
栗
の
先
住
民
は
突
出
し

て
居
る
平
坦
地
の
崎
は
恵
み
の
崎
で
あ
る
と
喜
び
、
小
さ
な
栗
の
あ
る
崎

と
呼
ぷ
様
に
な
っ
た
が
誰
言
う
と
も
無
く
自
然
に
小
栗
崎
と
呼
ぷ
様
に
な
っ

た
と
言
う
が
字
義
の
通
り
で
あ
る
と
思
う
。
 

栗
の
害
虫
で
あ
る
「
栗
玉
蜂
」
が
往
時
に
発
生
し
、
栗
の
木
の
葉
に
栗

玉
蜂
が

「
虫
癖
の
巣
を
作
り
養
分
を
奪
い
、
栗
の
木
が
自
然
に
枯
れ
て
全

滅
し
た
と
言
う
説
が
あ
る
が
、
小
栗
崎
は
小
さ
な
栗
の
実
が
突
出
し
て
居

る
崎
に
鈴
な
り
に
稔
っ
て
お
っ
た
こ
と
か
ら
小
栗
崎
と
地
名
が
名
付
け
ら

れ
た
と
の
説
が
あ
る
。
又
、
小
栗
崎
に
は
薬
師
様
が
あ
り
、
薬
師
神
社
は

神
仏
混
交
の
名
残
り
で
薬
師
瑠
璃
光
如
来
で
立
山

n
通
称
「
観
音
山
」
に

記
っ
て
あ
る
が
薬
師
神
社
は
明
治
四
〇
年

（
一
九〇
七

n
九
三
年
前
）
ま

で
は
現
在
の
東
町

（
元
リ
ン
ゴ
園
跡
地
は

「
ダ
ク
の
競
馬
場
」
 
の敷
地
）
 

で
あ
っ
た
。
 

明
治
四
〇
年
以
前
の
旧
四
月
八
日
に
は
乗
馬
が
盛
大
に
催
さ
れ
「
ダ
ク
」
 

と
言
う
乗
り
方
で
、
背
中
に
旗
を
立
て
て
走
っ

た
と
言
う
が
、
近
郷
近
在

の
見
物
人
が
黒
山
の
如
く
集
ま
っ
て
賑
わ
っ
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
小
栗
崎
は
小
さ
な
栗
と
突
出
し

て
い
る
崎
で
「
小
栗

崎
」
の
地
名
が
名
付
け
ら
れ
字
義
の
通
り
で
あ

る
と
思
う
。
 

川
倉
の
賓
ノ
川
原
は
藤
枝

溜
池
に

突
き
出
た
丘
陸
で

あ
る
が
、
丘
陸
の

平
坦
地
に
地
蔵
様
の
立
派
な
お
堂
が

老
松
に
囲
ま
れ
て
立
っ
て
居
る
が
、
 

農
閑
期
の
旧
六

月
二
十
三
日
ー
二
十

四
日
に
か
け
て
祭
礼
は
大
賑
わ
い
で
、
 

ソ
バ
屋
、
飲
み
屋
、

土
産
物
、
花
火
 

店
、
其
の
他
の
店
の
出
店
が
小
屋
が
け
で
、
人
の
波
は
前
進
出
来
な
い
程

賑
わ
う
が
、
座
女
が
松
林
に
陣
を
取
っ

て
居
る
、
昔
は
北
海
道
や
秋
田
県

か
ら
も
参
詣
人
が
来
た
と
古
老
は
言
う
。
 

参
詣
人
は
地
蔵
様
を
拝
み
座
女
の

ロ
寄
せ
を
聞
き
亡
き
父
母
、
夫
、
子

供
や
兄
弟
に
先
に
行
か
れ
た
人
々
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
座
女
の
ロ
寄
せ
を

す
る
言
葉
に
熱
心
に
手
を
合
わ
せ
て
聞
く
人
、
 一
心
不
乱
に
聞
き
、
余
り

の
悲
し
み
に
涙
を
流
す
人
々
、
座
女
の
ロ
寄
せ
を
現
代
の
若
い
人
々
は
迷

信
だ
よ
と
一
笑
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
先
に
立
た
れ
た
人

（
亡
）
を
想
う

の
が
人
情
だ
と
思
う
。
 

伝
承
に
依
る
と
亨
保

（
一
七
七
六

H
二
八
四
年
前
）
の
頃
か
ら
川
倉
地
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蔵
様
が
あ
っ
た
と
言
う
。
 

又
、
 川
倉
は
明
暦
（
一
六
五
五
廿
三
四
五
年
前
）

ー
万
治
（
一
六
五
八
 

n
三
四
二
年
前
）
年
間
に
開
か
れ
た
と
の
古
老
の
説
で
あ
る
が
そ
れ
以
後

の
天
和

（
一
六
八

一
n
三
一
九
年
前
）
年
間
に
は
川
倉
の
集
落
は
完
全
に

出
来
上
が
っ
て
い
た
。
 

往
時
の
川
倉
の
創
建
は
正
保
年
間
と
も
あ
る
が

（
一
六
四
四

H
三
五
五

年
前
）
開
村
は
そ
れ
以
前
と
の
説
も
あ
る
。
 

今
か
ら
三

一
一
年
前
の
元
禄
十
六
年

（
一
六
八
九

n
三

一
一
年
前
）
に

津
軽
領
域
は
日
照
不
足
と
北
東
風
で
冷
害
が
相
次
ぎ
大
凶
作
で
農
民
は
貧

窮
の
「
ど
ん
底
に
落
ち
て
悩
ん
だ
が
、
津
軽
四
代
藩
主
、
信
政
は
津
軽
平

野
の
治
山
治
水
に
全
力
を
傾
注
し
、
又
、
貧
困
を
軽
減
し
よ
う
と
津
軽
領

内
の
特
産
品
を
考
慮
し
、
 そ
の

一
策
と
し
て
享
保
二
年

（
一七
二
六
廿
一
一
 

ウ
ル
シ
 

七
四
年
前
）
漆
木
栽
培
を
命
じ
奨
励
し
た
と
言
う
。
 

当
時
の
川
倉
は
花
々
た
る
原
野
で
あ
っ
た
が
漆
木
植
樹
本
数
は
飯
詰

ー
 

喜
良
市
二
千
五
百
本
、
嘉
瀬

二
千
三
百
本
、
川
倉
三
百
五
〇
本
を
植
え
た

と
言
う
が
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二

n
一
三
八
年
前
）
中
谷
甚
六
が
川
倉

の
漆
仕
立
役
を
被
下
さ
れ
「
苗
字
と
帯
刀
」
を
許
さ
れ
た
と
言
う
。
 

文
化
二
年

（
一八
〇
五

H
一
九
五
年
前
）
長
富
（
五
所
川
原
市
）
嘉
瀬
、
 

川
倉
に
、
各
堤
防
が
築
堤
さ
れ
て
か
ら
人
々
は
堤
防
の
上
を
歩
く
様
に
な

り
、
長
富
、
嘉
瀬
、
川
倉
の
道
程
が
短
縮
さ
れ
た
が
、
五
所
川
原
か
ら
長

富
に
い
た
る
嘉
瀬
、
川
倉
の
往
時
の
狭
か
っ
た
道
も
明
治
十
八
年
に
拡
幅

さ
れ
、
完
全
に
着
工
整
備
さ
れ
た
の
は
明
治
四
三
年
に
出
来
上
が
っ
た
と

言
う
。
 

中
谷
甚
六
は
漆
木
栽
培
管
理
の
為
に
飯
詰
、
木
良
市
、
嘉
瀬
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
策
定
を
練
り
、
村
人
を
使
役
し
盈
 

の
原
液
や
漆
の
精
製

品
、
そ
の
他
を
保
管
管
理
の
為
に
往
時
と
し
て
は
珍
し

い

「
大
き
な
倉
を

建
立
し
た
」
と
言
う
が
、
川
倉
の
集
落
は
前
述
の
通
り

「
川
と
倉
」
を
取

り
入
れ
、
集
落
の

「
地
名
」
に
し
た
と
の
説
も
あ
る
が
字
義
の
通
り
で
あ

る
と
思
う
。
 

川
倉
の
西
側
に
あ
る
祭
り
神
宮
社
は
大
山
砥
命
、
大
国
主
命
、
水
波
女

命
、
各
」
醸
を
祭
神
と
し
て
「

i
i
i椙
神
社
と
し
て
祭
っ
て
居
る
が
四
月
十

二
日
神
楽
執
行
、
又
、
津
軽
三
代
藩
主
、
信
義
が
正
保
年
間
に
津
軽
統
一

ま
で
の
戦
没
者
の
供
養
と
川
倉
開
拓
に
汗
を
流
し
て
亡
く
な
っ
た
人
々
の

供
養
の
為
に
川
倉
観
音
を
勧
請
し
た
と
言
う
が
弥
陀
、
薬
師
、
観
音
な
ど
 

e
i
i
i椙
が
明
治
四
年

（
一
八
七
一
【
一
二
九
年
前
）
に

i
i
i

椙
神
社
と
合
肥

さ
れ
た
と
言
う
。
 

藤
枝
は
元
禄
十

一
年

（
一
六
八
八
 

H
三
一
二
年
前
）
頃
か
ら

の
開
拓
地

で
あ
っ
た
。
往
時
に
は
桜
井
村
で
あ
っ

た
と
言
う
が
、
戸
数
は
数
軒
よ
り
無

か
っ
た
が
藤
枝
に
あ
る
儒
飴
神
社
の

境
内
の
周
り
に
は
見
事
な
大
き
な
藤

枝
の
株
が
数
十
本
、
所
々
に
散
在
し
 

て
生
え
て
居
り
花
房
が
垂
れ
る
頃
に
は
見
る
か
ら
に
美
し
か
っ
た
と
言
う

か
ら
、
享
保
十
二
年

（
一
七
二
七

H
二
七
三
年
前
）
桜
井
村
を
改
め
て
、
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隣
接
の
芦
辺
村
と
明
治
九
年
（
一
八
七
六
【
一
二
四
年
前
）
に
合
併
し
て

藤
枝
村
と
村
名
を
改
め
た
と
言
う
。
 

数
十
年
前
迄
は
周
囲
三
尺
余
の
藤
の
株
が
残
っ
て
居
っ
た
と
言
う
が
、
 

近
年
は
枯
れ
て
藤
の
新
芽
が
所
々
に
萌
ば
え
て
居
る
だ
け
だ
。
 

天
保
五
年
（
一
八
三
四

廿
一
六
六
年
前
）
の
郷
村
帳
に
は
文
化
九
年
 

（
一
八
七
二

H
一
八
八
年
前
）
石
高
二
五
八
・
一
石
、
 文
政
二
年
一
八
一

九
石
で
八
六
一
の
新
田
高
が
見
ら
れ
る
が
、
天
保
期
（
一
八
三
三
u
一
六

七
年
前
）
に
は
荒
廃
田
が
相
当
あ
っ
た
と
言
う
。
 

明
治
二
年
（
一
八
六
九

一
一
一
三
一
年
前
）
は
戸数
は
社
寺
共
に
三
五
戸
、
 

人
口
一
八
五
、
馬
六
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
【
一
二
四
年
前
）
に
薦
部

村
と
合
併
、
又
、
岩
木
川
の
自
然
堤
防
に
平
安
後
期
（
一
一
八
一

n
八
一

九
年
前
）
の
物
と
思
わ
れ
る
土
師
器
、
須
恵
器
、
土
錘
、
縄
文
土
器
、
破

片
を
利
用
し
た
陰
絵
画
を
も
つ
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
と
言
う
。
 

又
、
僻
餌
神
社
の
境
内
に
天
保
十
年

（
一
八
三
九
H
一
六
一
年
前
）
二

月
十
五
日
「
地
主
法
名
樺
、
静
正
、
量
知
、
浄
勧
、
妙
子
、
妙
理
と
太
字

で
刻
ま
れ
た
、
約
幅
二
尺
、
高
さ
五
尺
位
の
石
魂
が
建
立
さ
れ
て
居
る
。
 
 

古
書
に
よ
る
と
蒔
田
は
往
時
に
は
 

「
川
口
村
」
と
言
っ
た
と
言
う
が
戸

数
は
数
軒
よ
り
無
か
っ
た
と
言
う
。
 

四
代
藩
主
、
信
政
は
津
軽
平
野
に
新

田
開
発
を
と
「
肝
」
 
に
命
じ
、又
、
 

農
民
の
貧
困
を
軽
減
し
領
民
の
人
心
 

安
定
を
と
誓
い
、
北
限
の
花
々
た
る
原
野
に
開
墾
開
田
を
と
基
礎
工
事
の

構
想
を
練
り
、
元
禄
十
一
年
（
一
七
九
八
廿
二
〇
二
年
前
）
頃
か
ら
金
木

組
十
八
ケ
村
は
勿
論
、
秋
田
（
羽
後
）
岩
手
（
陸
中）
山
形
（
羽
前
）
新
潟
 

（越
後
）
な
ど

か
ら
も
人
寄
せ
を
募
り
、
開
拓
開
田
が
元

禄
十

一
年

（
一

七
九
八

n
二
〇
二
年
前
）
頃
か
ら
盛
ん
に
行
な
わ
れ

て
享
保
十

一
年

（
一

七
二
六

n
二
七
四
年
前
）
に

「
蒔
田
」
 
と
改
め
られ
た
と
言
う
が
、
蒔
田

は
「
田
に
轡
機

）
を
静

く
」
と
言
う
意
味
か
ら
、
村
の
開
創
者
、
川
口
伝

九
郎
が
地
名
を
名
付
け
た
と
の
説
も
あ
る
。
 

村
の
開
創
者
は
川
口
伝
九
郎
、
田
中
要
右
工
門
と
伝
え
ら
れ
る
が
元
文

元
年

（
一
七
三
六
廿
二
六
四
年
前
）
の
検
地
帳
に
は
田
六
七
町
、
畑
四
町

七
反
と
あ
る

（
四捨
五
入
）
 

前
述
に
も
記
し
た
が
開
拓
開
田
の
使
役
の
一
人
、
村
の
開
創
者
川
口
伝

九
郎
、
田
中
要
右
工
門
が
「
蒔
田
」
 
に土
着
し
た
の
で
周
辺
集
落
民
は
往

時
に
用
件
が
あ
る
毎
に
、
川
ロ

（
伝
九郎
）
へ
行
く
と
言
う
の
で
川
口
村
 

（
蒔
田
）
と
自
然
に
集
落
名
の
地
名
が
名
付
け
ら
れ
た
と
言
う
説
も
あ
る
。
 

元
文
年
間

（
一
七
三
六
n
二
六
四
年
前
）
頃
に
金
木
に
あ
っ
た
代
官
所

が
一
時
蒔
田
に
移
転
さ
れ
た
と
の
説
も
あ
る
が
理
由
は
不
詳
と
の
事
。
 

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八

n
一
二
二
年
前
）
田
八
七
町
七
反
、
畑
一
町
 

（
四捨
五
入
）
戸
数
五
六
軒

（
陸
奥
国津
軽
軍
村
誌
よ
り
）
 

蒔
田
に
は
「
金
刀
比
羅
宮
が
祭
神
と
し
て
あ
る
が
、
金
刀
比
羅
は
ガ
ン

ジ
ス
川
（
イ
ン
ド
）
の航
海
守
護
神
に
由
来
、

コ
ソ
ビ
ラ
参
り
の
除
災
招
福

神
で
あ
る
が
、
香
川
県
仲
度
郡
の
象
頭
山
中
腹
に
鎮
座
す
る
「

コ
ト
ヒ
ラ

宮
」
金
刀
比
羅
は
大
物
主
神
と
崇
徳
天
皇
を
祭
神
と
し
た
金
刀
比
羅
信
仰
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の
中
心
で
松
尾
寺
の
鎮
守
社
と
し
て
、
大
宝
元
年
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
 コ
ン
ビ
ラ
と
は
雷
鳴
に
対
し
て
琴
を
か
き
鳴
ら
す
呪
術
に

由
来
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
や
が
て
仏
教
の
影
響
か
ら
ガ
ン
ジ
ス
川

の
鰐
を
神
格
化
し
た
航
海
守
護
神
の
ク
ン
ビ
ー
ラ
と
習
合
し
船
乗
り
の
尊

敬
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

又
、
各
地
に
は
金
刀
比
羅
講
が
組
織
さ
れ
て
民
衆
の
参
詣
に
沸
き
除
災

招
福
の
神
と
し
て
幅
広
く
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
 

な
お
崇
徳
天
皇
を
紀
る
の
は
讃
岐
国
に
配
流
さ
れ
た
お
り
に
金
刀
比
羅

に
参
龍
し
た
事
が
あ
る
か
ら
だ
と
言
う
。
な
お
金
刀
比
羅
宮
の
分
社
数
は

六
八
〇
〇
社
と
言
う
。
 

神
原
は
往
時
に
は

「
浦
原
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
と
言
う
が
宝
永

三
年
 

（
一七
〇
六
n
二
九
四
年
前
）
に
大

洪
水
が
あ
り
、
金
木
川
付
近
か
ら
現

在
の
所
に
移
転
し
た
と
の
説
も
あ
る

が
、
享
保
十
四
年

（
一七
一
四
H
一
一

八
六
年
前
）
に
、
又
、
大
洪
水
が
有
 

落
で
あ
る
と
言
う
。
 

四
代
藩
主
、
信
政
は
津
軽
平
野
に
新
田
開
発
を
と
心
に
決
め
、
又
、
農

民
の
貧
困
を
軽
減
し
領
民
の
人
身
安
定
を
と
誓
い
、
北
限
の
荘
々
た
る
原

野
に
開
墾
、
開
田
を
と
基
礎
工
事
の
構
想
を
練
り
、
其
れ
に
は
岩
木
川
の
 
 

堤
防
、
排
水
、
溜
池
の
築
堤
と
新
田
開
発
は
大
事
業
で
、
其
の
為
に
は
人

寄
せ
を
集
め
る
の
が
先
決
と
金
木
組
十
八
ケ
村
は
勿
論
、
秋
田
（
羽
後
）
 

岩
手
（
陸
中
）
山
形
（
羽
前
）
新
潟
（越
後
）
な
ど
か
ら
も
人
寄
せ
を
募
り
、
 

開
拓
開
田
し
た
が
、
神
原
や
蒔
田
の
原
野
は
割
と
平
坦
地
で
開
田
が
思
っ
 

は
か
ど
 

た
よ
り

「
捗
り
」
開
拓
者
は
、
此
処
の
平
坦
地
は
神
が
授
け
た
原
野
で
あ

る
と
開
拓
者
は
住
み
着
い
た
と
言
う
説
が
あ
る
が

「
神
が
授
け
た
原
野
」
 

で
あ
る
こ
と
か
ら
誰
れ
言
う
と
も
無
く
自
然
に

「
神
原
」
と
地
名
が
付
い

た
と
の
説
も
あ
る
が
、
又
、
反
面
大
雨
が
降
る
と
岩
木
川
の
水
が
逆
流
し
、
 

大
倉
岳
か
ら
流
れ
る
水
が
金
木
川
の
堤
防
が
満
杯
に
な
る
か
ら

「
灘
鷹
は
 

か
 
ぶ
 

よ
く
水
を

「
被
害
る
原
」
と
の
説
も
あ
る
が
、
ど
っ
ち
の
地
名
が
真
意
か

は
定
か
で
無
い
。
 

又
、
神
原
に
は
稲
荷
神
社
が
祭
っ
て
あ
る
が
、
稲
荷
神
社
の
主
神
は
宇

迦
之
御
魂
神
で
食
物
、
養
蚕
の
農
業
の
神
で
あ
る
が
、
現
代
は
商
業
が
家

業
の
神
と
し
て
肥
っ
て
あ
る
o
又
、
仏
教
で
は
糾
樹
底
矛
が
狐
に
乗
る
姿

と
混
じ
っ
て
お
り
、
稲
荷
を
狐
と
す
る
民
間
信
仰
を
生
ん
だ
と
言
う
o
 

稲
荷
神
社
の
す
ぐ
隣
り
に
保
食
神
社
が

（馬
頭
観
音
様
）
祭
っ

て
い
る

が
、
往
時
に
は
水
田
を
耕
作
す
る
の
に
必
要
で
畠
や
其
の
他
、
馬
に
頼
る

以
外
に
方
法
が
無
く
馬
の
神

（
儒
餌
神
社

【
馬
頭
観
音
様
）
を
祭
っ
た
と

言
う
説
も
あ
る
が
、
何
処
の
集
落
に
も
僻
餌
神
社

廿
馬
頭
観
音
様
が
見
受

け
ら
れ
る
。
 

又
、
往
時
に
は
神
原
の
集
落
よ
り
岩
木
川
を
蹴

い
で
、
向
う
岸
の
西
郡

繁
田
村
へ
の

「渡
し
場
」
が
有
り
、
渡
し
守
り
は
秋
元
仁
太
郎
（
俗
に
仁

太
坊
）
の
父
親
が
渡
し
守
り
だ
っ
た
と
言
う
。
 

り
集
落
は
全
滅
し
た
と
言
う
が
、
現
在
の
神
原
は
其
の
後
の
三
回
目
の
集

現
在
の
神
原
は
其
の
後
の
三
回
目
の
集
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ひ
 
と
 

渡
し
守
は
渡
賃
を
馬
四
文
、
人
間
か
ら
ニ
文
を
貰
っ
た
と
言
う
、
九
代
 

ネ
イ
チ
カ
 

藩
主
、
津
軽
寧
親
、
吉
田
松
陰
も
神
原
の
「
渡
し
」
を
利
用
し
た
と
言
う

説
も
あ
る
。
 明
治
四

一
年
（
一
九〇
八

n
九
二
年
前
）
神
田
橋
竣
工
に
よ

り
「
渡
し
場
」
は
廃
止
さ
れ
た
と
言
う
。
 

F
＼
 
主
 
邦
 
」
各
 

一
 

H
コ
 

立
口
 
ま
バ
 

昭
和
八
年
、
県
庁
内
で
田
村
農
政
課
長
が
中
心
に
な
り
、
県
内
「
窓
」
 

の
大
き
な
家
の
中
に
日
光
が
入
る
新
し
い
住
宅
を
造
り
、
水
田
五
反
、
畑

二
町
五
反
、
宅
地
二
反
位
を
一
戸
に
与
え
入
植
さ
せ
、
新
し
い
村
を
造
ろ

う
と
計
画
し
、
喜
良
市
を
候
補
地
に
見
立
て
た
。
 

入
植
数
十
年
間
は
困
窮
を
強
い
ら
れ
農
作
業
は
人
馬
一
体
、
生
産
基
盤

も
安
定
し
な
い
時
期
に
従
来
の
農
業
経
営
、
農
村
制
度
の
欠
陥
を
是
正
し
、
 

新
た
な
土
地
を
求
め

て
理
想
的
農
村
形
態
を
目
指
し

「
昭
和
更
生
部
落
」
 

共
同
組
織
に
よ
っ
て
技
術
、
経
済
両
面
の
実
績
を
上
げ
る
と
い
う
当
時
と

し
て
は
、
画
期
的
な
農
業
モ
デ
ル
事
業
と
言
わ
れ
た
。
以
下
は
更
生
部
落

の
開
拓
史
で
あ
る
。
 

開
墾

・
水
利
・
建
物
の
位
置

・
道
路

・
生
産
・
販
売
基
盤

・
す
べ
て
が
 
 

会
議
に
か
け
ら
れ
決
定
、
喜
良
市
の
原
野
百
二
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
県
下
の

市
町
村
か
ら
入
植
者
を
募
集
、

一
次
二
次
と
九
十
余
名
の
応
募
者
の
中
か

ら
四
十
名
が
選
ば
れ
た
。
 

二
十
五
歳
か
ら

三
十
五
歳
迄
の
農
業
経
験
を
持
つ
労
働
力
が
一
家
で
三

人
以
上
と
言
う
条
件
で
二
回
も
面
接
し
た
。
（
桜
庭
英
三
さ
ん
）
 

「
田
五
反
、
畑
二
町
五
反
に
住
宅
付
き
が
魅
力
で
入
植
し
た
。
自
作
農

資
金
千
百
九
十
円
の
二
十
五
年
償
還
、
は
じ
め
の
う
ち
は
年
収
も
上
が
ら

ず
大
変
で
し
た
。
（
今
 
忠
吉
さ
ん
）
 

昭
和
九
年
、
こ
れ
ま
で
の
凶
作
を
よ
そ
に
農
業
に
期
待
を
か
け
た
四
十

戸
が
住
宅
の
完
成
を
契
機
に
入
植
、
土
づ
く
り
の
第

一
歩
は
開
墾
作
業
か

ら
始
め
ら
れ
、
ま
っ
た
く
の
原
野
を
刈
払
い
当
時
は
日
本
に

数
台
よ
り
無

か
っ
た
と
言
う
六
十
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
で
荒
起
し
を
し
、
後
は
「
ト
ガ
」
 

と
「

マ
ト
ガ
」
の
農
耕
具
と
人
の
力
に
よ
る
手
作
業
、
草
木
の
か
ら
み
つ

い
た
土
の
固
ま
り
を
ほ
ご
す
一
家
総
出
の
仕
事
は
、
自
分
の
土
地
だ
と
す

る
自
覚
と
収
穫
の
夢
を
託
し
て
延
々
と
続
い
た
。
 

「
昭
和
九
年
春
、
男
だ
け
が
最
初
に
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
入
植
し
、
 

十
月
頃
住
宅
の
完
成
を
待
っ
て
一
家
を
構
え
た
。
開
墾
は
皆
、
黙
々
と
働

き
今
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
、
大
根
を
一
番
に
作
付
「
タ
ク

ア
ン
」
を
造

り
弘
前
の
第
八
師
団
に
送
っ
た
。
（
岡
田
久
吉
）
 

当
時
一
番
困
っ
た
の
は
、
つ
ら
い
開
墾
作
業
は
勿
論
だ
が
食
糧
で

「
イ

モ
」
 
「
大
根」
 
を
混
ぜた
ご
飯
が
主
食
で
お
か
ず
は
 
「
タク
ア
ン
」
 
だ
け

だ
っ
た
。
 

た
ら
 
さ
め
 

当
時
は
安
か
っ
た
鱈
や
鮫
の
魚
は
正
月
だ
け
だ
っ
た

（
成
田泰
三
さ
ん
）
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巨
血
 

住
宅
は
快
適
、
六
畳
の
畳
の
敷
い
た
部
屋
と
台
所

・
馬
屋

・
作
業
場
・

窓
が
大
き
い
の
で

「
日
光
」
 
が入
り
と
て
も
明
る
か
っ
た
。
（
成
田
さ
づ

さ
ん
）
 

産
業
組
合
は
昭
和
二
十
一
年
頃
、
喜
良
市
農
協
に
合
併
し
共
同
作
業
や

倉
庫
も
出
来
た
。
 

開
墾
早
々
の
土
地
は
な
に
を
植
え
て
も
収
穫
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ず

数
年
間
は
自
給
自
足
生
活

・
馬
鈴
薯
を
植
え
た
所
、
予
想
に
反
し
て
大
豊

作
と
な
り
年
間
に
約
一
万
俵
の
出
荷
が
出
来
る
様
に
な
っ
た

o
 

昭
和
更
生
部
落
も
終
戦
を
契
機
に

一
変
し
、
こ
れ
ま
で
の
自
作
農
資
金

の
返
済
を
部
落
集
会
所
と
共
同
作
業
所
な
ど
を
売
却
し
て
一
掃
し
た
。
 

冬
は
男
達
が
営
林
署
の
梅
黙
と
し
て
働
き
、
女
は
縄
や

「
ム
ン
ロ
」
作

り
で
働
い
た
。
 

昭
和
四
十
年
頃
の
軌
道
に
乗
る
ま
で
入
植
者
達
の

「
心
の
支
え
」
と
な
っ

た
の
が
、
小
河
正
儀
長
官

（
知
事
）
の
大
書
き
さ
れ
た

「
百
万

一
心
自
力

更
生
」
 

当
時
、
入
植
し
た
人
達
は
、
田

・
畠
を
鍬
で
お
こ
し
、
耕
転
機
も
ト
ラ

ク
タ
ー
も
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
も
無
か
っ
た
時
代
、
入
植
当
時
の
苦
労
話
を
し

て
も
誰
一
人
、
耳
を
か
す
人
は
無
い
。
昭
和
八
年
県
案
で
創
設
さ
れ
た
昭

和
更
生
部
落
四
〇
戸
が
現
在
は
五
九
戸
、
五
五
歳
前
後
が
二
世
、
入
植
当

時
の
三
十
歳
前
後
が
三
世
と
な
っ

て
居
り
、
 「
土
と
の
闘
い
」
を
二
億
円

農
業
と
「
葉
タ
バ
コ
」
 
栽培
に
託
し
て
い
る
。
 入
植
当
時
の
人
々
は
現
在

も
親
戚
以
上
に
付
合
が
続
い
て
い
る
と
言
う
。
 

「
当
時
の
青
年
団
長
だ
っ
た
、
工
藤
義
誠
さ
ん
は
苦
労
話
は
余
り
聞
い
た
 
 

こ
と
が
有
り
ま
せ
ん
。
毎
日
機
械
作
業
を
通
し
て
で
も
わ
か
る
様
な
気
が

し
ま
す
。
 

時
代
が
変
っ
て
も
更
生
部
落
の
農
業
が
有
り
継
承
し
最
善
を
尽
く
し
農

業
後
継
と
す
る
と
自
負
し
た
。」
 

（
参考
資
料

n
平
成
六
十

一
年
九
月
二
十
一
日
発
行
広
報
か
な
ぎ

『
土

と
の
闘
い
』
 
よ
り）
 

此
処
ハ
始
メ
附
近
ノ
人
家
ノ
墓
所
ナ
ル

ヲ
、

後
ー
ノ
 

赤
子
等
ヲ
葬
リ
居
リ
タ
ル
ヲ
、
忠
魂
碑
代
リ

ニ
日
清
、
 

日
露
、
大
東
亜
戦
争
ノ
戦
死
者
ノ
 
霊
ヲ
祭
ル
場
所

ト
シ
テ
、
賓
の
河
原
地
蔵
尊
ト

シ
テ
、
今
ョ
リ
百
五

十
年
前
頃
ニ
、
当
地
ニ
来
リ
タ
ル
、
魔
西
坊
ガ
、
小

栗
崎
村
ノ
松
川
儀
兵
衛
宅
ニ
有
タ
ル
、
麟

ニ
テ
、
田

茂
木
、
梯
師
ノ
造
リ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
魂
入
シ
タ
ル
ナ
リ

ト
伝
ヘ
ラ
レ
テ
居
ル
、
悌
身
約
六
尺
位
ナ
リ
。
贋
西

坊
ハ
後
ニ
湯
ノ
沢
地
蔵
堂
ニ
畿

リ
タ
ル
ト
云
ウ

o
 

（
山中
正
津
氏
遺
稿
）
 

×
 

Z
②古文書控帳より 

嘉瀬賓の河原・地蔵尊 



、
 

③
歴
史
散

策
金

木
散
歩
 

ハ
幡
宮
扇
額
 

な
か
あ
き
ら
 

金
木
八
幡
宮
社
殿
に
長
利
仲
聴
謹
書
の
一届
額
 

が
掲
額
さ
れ

て
あ
る
。
 

昭
和
四
十
四
年
四
月
二
十
日
発
行
青
森
県
人
 
 

名
大
事
典
に
『
文
政
六
年
（
西

一
八
二
三
年
）
 

2
明
治
三
十
六
年

（
西
一
九
〇
三
年
）
の
人
、
 

弘
前
熊
野
宮
宮
司
、
国
学
者
、
歌
、
多
く
の
歌

人
や
国
学
者
と
交
わ
り
、
ま
た
門
人
も
数
百
人

に
及
び
、
能
書
家
で
も
あ
っ
た
』
と
書
か
れ

て

あ
る
。
 

十
三
浜
の
砂
地
に
埋
も
れ
て
あ
っ
た
、
王
朝

の
歌
人
、
歌
聖
と
い
わ
れ
た
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か

り
の
神
石
を
、
嘉
瀬
の
人
山
中
龍
助
氏
こ
れ
を

運
び
来
り
、
嘉
瀬
清
人
溜
池
の
崎
の
一
角
に
御

堂
を
建
て
安
置
、
こ
の
崎
を
嘉
瀬
で
は
通
称

『
人
丸
崎
』
と
呼
び
な
ら

し
て
来
た
。
 

こ
の
神
石
嘉
瀬
か
ら
金

木
に
移
し
、
そ
の
後
そ
の

土
地
は
伏
見
氏
の
所
有
に

移
り
、
た
ま
た
ま
『
嘉
瀬

ふ
る
さ
と
を
さ
ぐ
る
会
』
 

で
は
こ
の
こ
と
を
知
り
、
 

人
丸
神
石
は
嘉
瀬
に
安
置

す
べ
き
だ
と
、
伏
見
氏
、
 

山
中
氏
の
了
解
を
と
り
つ

け
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
 
 

十
九
日
嘉
瀬
八
幡
宮
境
内
に
遷
座
安
置
し
た
も

の
で
あ
る
。
 

ち
な
 

因
み
に
明
治
十
二
年
春
も
弥
生
の
候
、
山
中

龍
助
氏
四
十
二
の
祝
と
、
人
丸
神
石
入
魂
歌
会

が
、
人
丸
崎
御
堂
で
県
下
の
歌
人
を
集

め
て
催

さ
れ
た
。
 

そ
の
歌
会
の
主
役
を
勤
め
た
の
が
長
利
仲
聴

氏
で
、
巻
物
の
一
巻
に
長
利
氏
が
讃
書
し
、

四

十
二
の
祝
歌
が
、
 

⑥
四
十
除
り
、

二
葉
の
松
に
千
代
か
け

て

栄
行
く
へ
を
色
そ
み
け
る
 

大
導
寺
繁
禎
 

と
、
斉
藤
規
文
、
小
山
内
清
俊
、
土
門
実
俊
、
 

宮
田
充
、
葛
西
行
庸
、
菊
地
贋
英
、
長
利
龍
雄
、
 

下
沢
保
射
な
ど
 
当
時
の
鈴

々
た
る
歌
人
が
連

書
し
て
あ
る
。
津
軽
の
辺
都
の
地
嘉
瀬
人
丸
崎

御
堂
に
詠
歌
さ
れ
た
こ
と
は
、

弘
前
の
歌
人
と

嘉
瀬
が
交
流
さ
れ

て
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
 

う
た

よ
 

金
木
八
幡
宮
の
一局
額
を
見
る
ご
と
に
、
歌
詠
み

の
底
流
が
、
金
木
に
流
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
 

（
き
の
し
た
清
一
記
）
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難
繋
麟
難
難
》
 

て 
山 

標
高
六
十
三
メ
ー
ト
ル
、
通
称
観
音
様
、
本
地
名
は
立
山
と
い
え
 

現
在
の
三
上
高
速
屋
敷
内
に
、
 

戦
後
ま
で
あ
っ
た
小
高
い
ー
ッ
森

に
は
、
古
川
平
内
氏
の
所
有
時
は
、
 

森
の
頂
上
の
詞
に
小
旗
が
閃
、
小

さ
い
鳥
居
あ
り
、

ー
ッ
森
古
墳
と

の
説
は
あ
っ
た
が

ー
ッ
森
を
崩
し

た
。
関
係
者
の
話
し
に
よ
る
と
、
 

何
も
出
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
た
。
 

山
中
正
津
氏
は
か
た
り
べ
誌
、
ふ
る
さ
と
を
探
る
項
目
に
昭
和
四
十
八

年
八
月
、
県
教
育
庁
文
化
課
の
埋
蔵
文
化
調
査
で
は
『
嘉
瀬
遺
跡
』
と
し

て
ー
ッ
森
近
く
の
三
十
三
観
音
霊
場
付
近
の
斜
面
及
び
金
木
南
中
学
校
付

近
の
県
道
よ
り
南
の

一
帯
を
調
査
し
、
縄
文
前
期
の
土
器
は
三
十
三
観
音

石
仏
の
あ
る
斜
面
か
ら
出
土
し
、
土
師
器
、
須
恵
器
は
南
中
学
校
付
近
の
 
 

県
道
南
側
に
散
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
 

ー
ッ
森
周
囲
は
縄
文
人
の
文
化
が
ふ
り
、
弥
生
人
の
文
化
も
あ
っ
た
太

古
の
場
所
で
あ
る
。
観
音
山
の
北
の
麓

（
三
月
中
旬
）
を
歩
く
と
足
跡
に

先
日
降
り
積
も
っ
た
十
七
セ
ン
チ
程
の
厚
さ
の
黄
色
い
雪
量
が
現
れ
る

o
 

こ
の
雪
は
遠
く
隔
た
る
中
国
大
陸
黄
塵
万
丈

（
土
煙
が
空
高
く
の
ぼ
る

形
容
）
に
よ
り
、
遥
か
こ
の
観
音
様
の
麓
に
積
も
っ
た
黄
色
の
雪
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
 

自
然
界
の
摂
理
を
感
じ
な
が
ら
ス
キ

ー
場
の
沢
を
車
道
に
登
り
観
音
山

を

一
廻
り
す
る
と
約
千
五
百
歩
あ
っ
た

o
 

車
道
よ
り
南
側
の
麓
を
沢
づ
た
い
に

一
廻
り
す
る
と
同
じ
く
約
千
五
百

歩
あ
る
。
三
歩
で

ー
メ
ー
ト
ル
と
す
る
と
一
千
メ
ー
ト
ル
の
周
囲
と
な
る

o
 

車
道
の
な
い
昔
は
車
道
の
南
側
に
も
詞
が
建
つ

一
帯
の
山
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。
 

此
の
山
道
の
車
道
を
北
側
の
坂
を
上
が
る
と
観
音
山
の
頂
上
で
あ
り
、
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